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2017 年（平成 29 年）1 月 23 日 第 12 号 

 

 

 

柏野学区では，⼤規模な地震や⽕災等に備え，安⼼・安全に住み続けられる災害に強いま
ちを⽬指し，昨年度から地域と京都市，専⾨家が連携しながら『防災まちづくり』の取組を
進めています。 

昨年 10 ⽉に，柏野学区のまちの魅⼒や防災上の課題，地域への想いや将来の意向などを把
握するために，「防災まちづくり」に関するアンケート調査を実施いたしました。この度，そ
の結果がまとまりましたので，ご報告いたします。 

地域の皆様におかれましては，⼤変多くの⽅にアンケート調査へのご協⼒いただき，誠に
ありがとうございました。皆様の貴重なご意⾒を今後の防災まちづくりの取組に活かすとと
もに，柏野学区の『防災まちづくり計画』に反映させていただきたいと思っております。 

今後とも柏野学区「防災まちづくり」の取組へのご理解・ご協⼒のほど，よろしくお願い
いたします。 
 
（１）アンケート調査の概要 

■実施期間：平成 28 年 10 ⽉ 14 ⽇（⾦）〜10 ⽉ 31 ⽇（⽉） 
■配布・回収：町内会を通じた直接配布・回収 
■配布数：町内会加⼊世帯：1,199 通 
■回収数：978 通（回収率：約 82％） 
■有効回答数：957 通（有効回答率：約 80％） 

 

（２）アンケート調査の結果（抜粋） 
お住まいの家について 

問 あなたがお住いの家について，地震に対する不安はありますか？ 
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家は古いが不安は感じていない

⽐較的新しい・耐震改修済
であり不安はない

不安があり建替えしたい

不安があり耐震改修したい

不安はあるが建替えや
耐震改修の考えはない

その他

無回答

「家は古いが不安は
感じていない」の回
答も多い。 

「防災まちづくり」に関する住⺠アンケートの結果をお知らせします！

最も多い回答は「不
安はあるが，建替え
や耐震改修の考え
はない」で，全体の
約５割を占める。 
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問 あなたは，将来，家を建替える・住み替えるとした場合，どこに住みたいですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

あなたのご町内の現状について
 
問 あなたは，お住まいの町内の「魅⼒」と「課題」について，どのように感じて 
  いますか？ 
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今住んでいる場所と同じ場所で住みたい

学区内の広い道沿いなど，
安全・安⼼な場所で住みたい

学区内の京町家が⽴ち並ぶ地域など，
雰囲気の良い場所で住みたい

柏野学区内であればどこでもよい

柏野学区にはこだわらない

その他

無回答

将来も引き続き，
学区内に住み続け
たいという意向を
お持ちの⽅は，約
47％。 

最も多かった回答
は「柏野学区には
こだわらない」。 

２番⽬に「⻄陣の⾵情
や京町家など，昔なが
らの雰囲気や町並みが
残っている」多い。 

「地域の付き合い
など，コミュニティ
がしっかり残って
いる」が最も多い。

２番⽬に「広い道が
少なく，⾞とのすれ
違いができないな
ど普段の⽣活が不
便」が多い。 

「幅員の狭い道や古
い⽊造家屋などが多
く，災害時に不安が
ある」が最も多い。



3 

柏野学区の将来について 
 
問 あなたは，将来，柏野学区がどのようなまちになると良いと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問 柏野学区の防災上の課題を解決するためには，何が必要だと思いますか？ 
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現状のままでよい現在のままでよい

地域の⼒で防災性を⾼めていくまち
（まちは現状のまま）

現在の道幅や町並みを活かしながら，
沿道の建物の安全性が⾼まっていくまち

建物の建替え等に合わせて，少しずつ
路地の幅員が広がっていくまち

幅員の広い道や公園などが
しっかり整備されたまち

狭い敷地などが統合され，
マンション等が建ち並ぶまち

その他

無回答

全体として，まちの
姿を⼤きく変えず
に，今のまちの姿を
残しながら防災性
を⾼めるという考
えの⼈が多い。 

「幅員の広い道や
公園などがしっか
りと整備されたま
ち」と回答した⼈の
数も多い。 

419(43.8%)

176(18.4%)

380(39.7%)

342(35.7%)

296(30.9%)

175(18.3%)

377(39.4%)

98(10.2%)

121(12.6%)

235(24.6%)

252(26.3%)

27(2.8%)

73(7.6%)

0 200 400 600

道に不要な物を置かない，整理整頓して
置くなど，路地を適正に管理する

袋路奥への避難⽤扉の設置やブロック塀の
改善など，安全な避難経路を確保する

緊急⾞両の通⾏や災害時の消⽕活動等の
中⼼となる東⻄⽅向の広い道を整備する

緊急⾞両の通⾏や災害時の消⽕活動等の
中⼼となる南北⽅向の広い道を整備する

⻄陣の⾵情や京町家を残しながら，
地震や⽕災に強い建物に改修する

幅員の狭い路地でも建替えがしやすいようにし，
安全性の⾼い建物に建替えていく

空き家の利活⽤や⽼朽空き家の除却など，
空き家をしっかり管理する

まちなかに公園や広場を整備する

狭い路地や⼩さな敷地を統合・共同化
するなどして，⼀体的に整備する

避難のルールづくりや防災⽤具の備えなど，
町単位での取り組みを進める

防災情報の発信や意識啓発など，
学区全体での取り組みを進める

その他

無回答

最も多かった回答
は「路地の適正管
理」。 

防災の軸となる広
い道の整備に関し
ては，東⻄・南北と
もに必要性を感じ
ている⼈が多い。 

「⻄陣の⾵情や京
町家を残しながら
建物を改修する」
や「町単位」・「学区
全体」で地域の防
災⼒を⾼める取組
を進めると回答し
た⼈も多い。 

「空き家の適正管
理」の回答も多い。 
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問 次に挙げる防災上重要な通りについて，将来，どのようになると良いですか？ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 上記設問に挙げた以外の幅員４ｍ未満の道について，将来，どのようになると 
良いと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
≪⾃由記述欄（抜粋）≫ 
・地震では道幅も⼤切だが，建物がつぶれたら道が全部ふさがると思う。耐震化が重要。
・全体的に狭い道や⼀⽅通⾏が多く，普段，⼦供を連れて通るのも危険を感じる。 
・東北や熊本のような地震が起きた場合に，どこに・どのように避難するのかを常に分かる

ようにしてほしい。 
・避難場所や避難誘導の看板を増やす。各町内でポスターを貼って知ってもらい，すぐに⾏

動できるようにする。 
・ご近所とのコミュニケーションが⼤切。⼀⼈暮らしの⽼⼈世帯は気にかけるようにしたい。
・防災まちづくり委員会の活動の定期的な報告（情報公開）をしてほしい。 
・アンケートだけではなく，柏野校の体育館等で住⺠との話し合いの場を持ってはどうか。

※この「柏野だより」は，防災まちづくりに関する住⺠アンケート結果の抜粋を掲載してお
ります。詳細については，報告会で説明いたしますので，ぜひお越しください。 

（編集・発行人）柏野学区自治連合福祉協議会  会 長 中嶌 重男 
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鞍⾺⼝通

蘆⼭寺通

寺之内通

御前通

現在のままでよい

沿道の建物の耐震化や不燃化を重点的に進める（幅員は現在のまま）

緊急車両が曲がれるように角地に隅切りや空地を確保する（幅員は現在のまま）

部分的に狭くなっている箇所を幅員４ｍ以上に拡幅する

道全体を現在の幅員よりも広げる

無回答

鞍⾺⼝通は，「現状のま
までよい」という回答が
最も多く，次いで「幅員
は現状のままで沿道の
耐震化・不燃化を進め
る」が多い。 

蘆⼭寺通・寺之内通・御
前通は，「現在のままで
よい」という回答は約
１割で，約４割の⼈が
道の拡幅の必要性を感
じている。 
特に蘆⼭寺通は,３割
弱の⼈が「道全体を現
在の幅員よりも広げ
る」と回答。 
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現在のままでよい

道が塞がれないように沿道の建物を
耐震化する（幅員は現在のまま）

幅員４ｍを確保する

学区内の要所の道を緊急⾞両が通⾏できる
幅員（６ｍ以上）に拡幅する

その他

無回答

最も多い回答は「幅員
４ｍを確保する」，次
いで「学区内の要所の
道を緊急⾞両が通⾏
できる幅員（６ｍ以
上）に拡幅する」であ
り，狭い道を拡幅する
考えの⼈が全体の約
７割を占める。 
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